








Effects of Feelings of Self determination 


































































2 （選択の自由の有無）× 3 （成功への期待の高中低）の 2要因分散分析モデルの要因配置
が行われた。
3.材料
































































群 条件 男 女 計 成功への期待の範囲
成功への期待 選択 7 2 9 
高群 強制 8 3 11 2 0. 0 
成功への期待 選択 5 7 12 
中群 強制 7 7 14 18.1-19.9 
成功への期待 選択 6 6 12 
低群 強制 7 6 13 9 . 8～ 1 8. 0 


























































本試行における試行数 （0 -12) 
正答数（ 0 -12) 
正答率 ［＝正答数／試行数］ ( 0 -1) 
再生テスト 1：ニックネームの再生個数（ 0 -6) 
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いずれも; t65 =O. 75，有能感； t55= 1. 26，因果律の所在，t55=0.13，興味度 ，t55= 0. 36, 





















変動因 自由度 平方和 平均平方和 Fj直 有意水準
選択一強制 1 3 57 3. 57 3. 96 0. 06 
成功への期待 2 0. 03 0. 02 < 1 低
交互作用 5. 51 2. 76 3. 07 0. 06 
誤差 61 54. 88 。目90









変動因 自由度 平方和 平均平方和 F値 有意水準
選択一強制 10. 26 10. 26 12. 35 0. 01 
成功への期待 2 1. 70 0. 85 1. 04 n s 
交互作用 2 2. 09 1. 05 1. 28 n s 
誤差 61 49. 95 0. 82 




















変動因 自由度 平方和 平均平方和 F値 有意水準ー 1
選択一強制 0. 34 0 34 <l 
成功への期待 2 1. 91 0. 96 く 1
交互作用 2 0. 77 0 39 <l 低 中 高
誤差 61 60. 97 1. 00 

























































































成功への期待 強制一選択 選 択 強 制 計
成功への期待 高 3 7. 5 6 3. 6 5 2. 6 
成功への期待中 4 0. 0 7 7. 8 5 7 9 
成功への期待 低 4 1 7 6 4 9 5 3. 8 
































群 条 件 正答者 誤答者 言f
成功への期待 選択 3 5 8 
高群 強制 7 4 l I 
成功への期待 選択 4 6 I O 
中群 強制 7 2 9 
成功への期待 選 択 5 7 I 2 
低群 強制 9 5 I 4 

















































1 ）エドワード ・マーレー（八木菟訳），動機と情緒，岩波書店， 1979, P. 10. ( Murray,E. J., 
Motivation and Emotion, Prentice Hall, 1964) 
2）エドワード ・デシ（安藤延男 ・石田梅男訳），内発的動機づけ， 1980, ( Deci, E. J, Intnns1c 
Motivation, Plenum Press, 1975 ) 
3）リチヤード・ド ・シャーム（佐伯幹訳）， やる気を育てる教室，1980, ( deCharms, R., Enhanc 
rng Motivation, Irvington Publishers, 1976) 
(1989. 9. 12) 
